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こ
の
た
び
、
令
和
７
年
度

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
鈴
木
で
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ま
、
そ
し

て
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育

活
動
な
ら
び
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
本
校
の
卒
業
生
で
も
あ
り
ま
す
。
在
学
当
時

は
一
学
年
に
三
ク
ラ
ス
ず
つ
、
お
よ
そ
三
百
六
十
名

以
上
の
生
徒
が
在
籍
し
、
校
舎
や
校
庭
は
常
に
活
気

に
満
ち
て
お
り
ま
し
た
。
現
在
は
当
時
に
比
べ
て
ず

い
ぶ
ん
小
さ
な
規
模
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
分
、

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
よ
り
大
切
に
さ
れ
、
き
め
細

や
か
な
教
育
が
行
き
届
い
て
い
る
と
実
感
し
て
お
り

ま
す
。
人
数
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
「
顔
の

見
え
る
関
係
性
」
や
「
温
か
な
絆
」
こ
そ
が
、
今
の

本
校
の
強
み
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
先
日
の
高
体
連
や
学
校
祭
と
い

っ
た
大
き
な
行
事
を
無
事
に
終
え
ま
し
た
。
仲
間
と

力
を
合
わ
せ
て
挑
戦
す
る
姿
か
ら
は
、
大
き
な
成
長

と
頼
も
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
年

生
に
と
っ
て
は
、
進
学
や
就
職
に
向
け
て
大
き
く
舵

を
切
る
大
切
な
時
期
に
差
し
か
か
っ
て
お
り
、
私
た

ち
大
人
も
温
か
く
見
守
り
、
し
っ
か
り
と
支
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
日
々
の
積
み
重
ね

が
高
校
生
活
を
豊
か
に
し
、
将
来
に
つ
な
が
る
大
き

な
糧
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
本
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
後
半
に
さ
し
か

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
も
、
皆
さ
ま
一
人

ひ
と
り
の
お
力
添
え
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
行
事
や
研

修
の
場
へ
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お

手
伝
い
や
ア
イ
デ
ア
の
提
供
な
ど
、
関
わ
り
方
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
無
理
の
な
い
範
囲
で
少
し
ず
つ
お
力

を
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
が
大
き
な
力
と
な
り
、
子

ど
も
た
ち
の
安
心
と
成
長
を
支
え
る
礎
と
な
り
ま

す
。
ど
う
か
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
学
び
、
力
強
く
成
長
で
き

る
よ
う
、
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
今
後
と
も
温
か
い
ご
理
解
を
賜
り
、
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　

四
月
、
高
校
で
は
ど
ん
な
こ
と
が

待
っ
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
人
が
い

る
の
か
楽
し
さ
と
、
期
待
と
胸
に
大

樹
高
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
私
に
は

不
安
も
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
私
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
十
人

は
同
じ
中
学
校
か
ら
あ
が
っ
て
き
ま

し
た
が
、
あ
と
の
十
三
人
は
違
う
中

学
校
の
生
徒
で
し
た
。
な
の
で
、
こ

れ
か
ら
ク
ラ
ス
の
人
た
ち
と
な
じ
め

る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
私
は
ク
ラ
ス
の
人
た
ち
と
仲
良
く

な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
話
し
か

け
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
ク
ラ
ス

の
人
た
ち
と
し
ゃ
べ
っ
た
り
、
仲
良

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
が

も
っ
と
挑
戦
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

と
思
っ
た
の
が
学
級
委
員
長
で
し

た
。
で
す
が
、
私
は
学
級
委
員
長
に

な
る
気
は
最
初
は
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
学
級
委
員
長
に
な
り
た
い
人
が

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
こ
の
チ
ャ

ン
ス
を
も
の
に
し
た
い
と
思
い
学
級

委
員
長
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
学
校
生
活
で
も
学
級
委
員
長
の
チ

ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
、
学
級
委
員
長

を
や
っ
て
よ
か
っ
た
、
チ
ャ
ン
ス
を

無
駄
に
し
な
く
て
よ
か
っ
た
と
思
え

る
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
け
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

子
育
て
に
つ
い
て
、
親
は

誰
も
が
、
自
分
の
子
ど
も
は

す
こ
や
か
で
立
派
な
人
間
に

成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
う
一

方
、
子
育
て
の
大
切
さ
、
難

し
さ
は
、
体
験
を
通
し
て
、

多
く
の
人
が
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。

　

人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
他
の
哺
乳
動
物
に
比
べ
て
、

極
め
て
無
能
な
状
態
で
生
ま
れ
て
き
ま
す
が
、
広
い

意
味
で
の
学
習
を
通
じ
て
、
他
の
動
物
に
は
な
い
能

力
を
獲
得
し
て
い
き
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
「
笑
い
」
は
、
生
後
二
か
月
の
頃
か

ら
始
ま
る
そ
う
で
す
。
あ
や
せ
ば
小
さ
い
な
が
ら
笑

み
の
表
情
を
浮
か
べ
て
喜
び
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
き

っ
と
、
一
生
懸
命
あ
や
し
て
あ
げ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
「
あ
や
す
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
笑
み
を

引
き
出
し
た
の
で
す
。
生
後
二
か
月
で
の
能
力
・
知

恵
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
心
に
脈
打
っ
て
い
る
の
で

す
。

　

英
語
の
「
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
（
教
育
）
は
、

ラ
テ
ン
語
の
「
エ
ド
ゥ
カ
ー
レ
」
に
起
源
が
あ
り
、「
子

ど
も
の
内
面
に
あ
る
能
力
を
外
に
引
き
出
す
」
と
い

う
意
味
で
す
。

　

人
間
の
生
き
方
、
あ
り
よ
う
は
、
家
庭
と
い
う
場

を
通
し
て
、
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
そ
の
子
へ
と
伝

承
さ
れ
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
「
し
つ
け
」

で
す
。
「
し
つ
け
」
を
漢
字
で
書
く
と
「
躾
」
、
「
身
」

と
「
美
」
の
合
成
語
で
す
。
「
躾
」
に
は
、
礼
儀
・

作
法
を
仕
込
む
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
醸
造
業

で
は
こ
の
仕
込
み
が
一
番
大
切
で
難
し
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
仕
込
み
が
悪
い
と
良
い
物
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

「
親
の
後
ろ
姿
を
見
て
子
は
育
つ
」
と
の
名
言
。

子
ど
も
は
親
の
姿
勢
を
、
無
意
識
に
自
然
の
う
ち
に

身
に
つ
け
て
い
ま
す
。
動
物
の
世
界
に
は
人
間
の
よ

う
な
言
語
が
あ
り
ま
せ
ん
。
厳
し
い
環
境
の
中
で
生

き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
動
物
の
子
ど
も
に
と

っ
て
、
厳
し
い
親
の
仕
込
み
は
必
須
で
す
。
と
こ
ろ

が
人
間
の
場
合
、
二
十
年
前
後
の
歳
月
を
か
け
て
、

よ
う
や
く
働
い
て
自
立
の
道
を
歩
み
出
し
ま
す
。

　

子
ど
も
が
大
人
へ
成
長
す
る
高
校
生
の
こ
の
時

期
。
改
め
て
こ
の
時
期
の
教
育
や
指
導
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
と
り
と
め
の
な
い
お
話
を
申
し

上
げ
ま
し
た
。
今
後
と
も
学
校
と
家
庭
の
連
携
を
深

め
、
健
全
育
成
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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一
年
生
の
皆
さ
ん
へ

　

○
第
15
回
小
林
純
幸
杯
争
奪
全
十
勝
高
校
春
季
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
兼
第
80
回
国
民
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競

技
北
海
道
予
選
会
（
少
年
の
部
）
十
勝
地
区
予
選
会

　
　

（
帯
広
大
谷
高
校
体
育
館
）
４
月
19
日
（
土
）

　
　

１
部
男
子
Ｄ:

１
回
戦
敗
退
（
藤
原
・
前
山
）

　
　

２
部
男
子
Ｄ:

２
回
戦
敗
退
（
上
井
・
本
保
）

　
　
　
　
　
　
　

 

１
回
戦
敗
退
（
宇
佐
美
・
山
際
）

　
　

２
部
男
子
Ｓ:

３
回
戦
敗
退
（
吉
岡
、
本
保
、
宇
佐
美
）

　
　
　
　
　
　
　

 

２
回
戦
敗
退
（
藤
原
、
山
際
、
伊
藤
）

　
　
　
　
　
　
　

 

１
回
戦
敗
退
（
前
山
、
上
井
、
上
野
）

　
　

２
部
女
子
Ｓ:

２
回
戦
敗
退
（
玉
置
）

　

○
第
77
回
北
海
道
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

兼
第
76
回
全
国
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

十
勝
地
区
予
選
会
（
芽
室
町
総
合
体
育
館
）

　
　

５
月
22
日
（
木
）
～
24
日
（
土
）

　
　

男
子
団
体:

１
回
戦　

大
樹　

３
ー
０　

鹿
追

　
　
　
　
　
　

 

２
回
戦　

大
樹　

０
ー
３　

帯
広
三
条

　
　

男 

子 

Ｄ:

２
回
戦
敗
退
（
藤
原
・
前
山
）

　
　
　
　
　
　

 

１
回
戦
敗
退
（
上
井
・
本
保
）

　
　

女 

子 

Ｄ:

１
回
戦
敗
退
（
玉
置
・
前
山
）

　
　

男 

子 

Ｓ:

１
回
戦
敗
退
（
藤
原
、
伊
藤
）

　
　

女 

子 

Ｓ:

１
回
戦
敗
退
（
玉
置
、
前
山
）

　

○
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
杯
争
奪
全
十
勝
高
校
夏
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
兼
第
78
回
北
海
道
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
十

勝
地
区
予
選
会

　
　

（
よ
つ
葉
ア
リ
ー
ナ
十
勝
）

　
　

７
月
15
日
（
火
）
～
16
日
（
水
）

　
　

２
部
男
子
Ｄ:

３
回
戦
敗
退
（
本
保
・
上
野
）

　
　
　
　
　
　
　

 

２
回
戦
敗
退
（
宇
佐
美
・
山
際
）

　
　

２
部
女
子
Ｄ:

１
回
戦
敗
退
（
玉
置
・
前
山
）

　
　

２
部
男
子
Ｓ:

４
回
戦
敗
退
（
吉
岡
）

　
　
　
　
　
　
　

 

３
回
戦
敗
退
（
本
保
）

　
　
　
　
　
　
　

 

２
回
戦
敗
退
（
山
際
）

　
　
　
　
　
　
　

 

１
回
戦
敗
退
（
宇
佐
美
、
上
野
、
五
十
嵐
、
神
山
）

　
　

２
部
女
子
Ｓ:

２
回
戦
敗
退
（
玉
置
）

　
　
　
　
　
　
　

 

１
回
戦
敗
退
（
前
山
）

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部　

部
長　

島　
　

愛
華

　
　

私
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
練
習
で

声
を
掛
け
合
う
こ
と
で
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
が
良
く
な
る
こ

と
を
知
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
そ
し
て
、
挨
拶
や
声
掛
け
を
意
識
し
な
が
ら
活
動

し
て
き
ま
し
た
。

　
　

最
後
の
高
体
連
で
は
、
私
た
ち
三
年
生
二
名
と
後
輩
三
名

と
と
も
に
、
助
っ
人
二
名
の
力
を
借
り
て
よ
う
や
く
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
試
合
に
は
負
け
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お
か
げ
で
悔
い
な

く
プ
レ
ー
が
で
き
、
充
実
し
た
試
合
が
で
き
ま
し
た
。

　
　

三
年
間
の
部
活
動
で
培
っ
た
経
験
は
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

で
も
活
か
し
、
挨
拶
や
礼
儀
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
後
輩
や
助
け
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
高
体
連
を
終
え
た
者
と

し
て
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

○
令
和
７
年
度
北
海
道
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
大
会

　
　

兼　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技
大
会
十
勝
支
部
予
選
会

　
　

（
よ
つ
葉
ア
リ
ー
ナ
十
勝
〈
帯
広
市
総
合
体
育
館
〉
）　

　
　

５
月
23
日(

金)

　
　

予
選
ブ
ロ
ッ
ク
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

　
　

大
樹　

０
ー
２　

帯
広
南
商
業　
　

敗
戦

　
　

大
樹　

０
ー
２　

帯
広
農
業　
　
　

敗
戦

　
　

以
上
に
よ
り
、
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
敗
退

一
学
年
主
任

　
越
出
　
　
洋

▼
美
術
部

美
術
部　

部
長　

櫻
井
あ
か
り

　
　

私
た
ち
美
術
部
は
、
三
年
生
二
人
、
顧
問
の
南
部
先
生
と

林
先
生
の
計
四
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
、

月
・
水
・
金
曜
日
の
週
三
回
活
動
し
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ン

ル
は
、
油
絵
・
粘
土
な
ど
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
し

て
い
ま
す
。
夏
休
み
の
期
間
は
高
文
連
に
向
け
た
作
品
制

作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 　

〇
第
70
回
高
文
連
十
勝
支
部
美
術
展
出
品

　
　

帯
広
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

Ｒ
７
．
８
．
29
～
９
．
２

　
　

海
上
永
遠
（
３
Ａ
）
櫻
井
あ
か
り
（
３
Ａ
）

　
　

⇒

十
勝
高
文
連
賞
受
賞
（
立
体
）

：

櫻
井
あ
か
り
（
２
Ａ
）

　

◎
第
59
回
全
道
高
等
学
校
美
術
展
・
研
究
大
会　

つ
ど
ー
む

　
　

Ｒ
７
．
10
．
９
～
10
．
10

　
　

海
上　

永
遠
（
３
Ａ
）
櫻
井
あ
か
り
（
３
Ａ
）

▼
茶
道
部

茶
道
部　

部
長　

杉
森　

佑
梨

　
　

茶
道
部
は
、
二
年
生
二
名
一
年
生
一
名
と
、
顧
問
の
渡
邉

先
生
、
英
先
生
、
外
部
講
師
の
小
島
先
生
で
火
曜
日
と
金

曜
日
の
週
二
回
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
一
年
生
が

一
名
加
わ
り
ま
し
た
。
普
段
は
、
春
と
秋
の
高
文
連
に
向

け
て
お
点
前
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
時
期
に
よ
っ
て
行

う
お
点
前
が
異
な
る
た
め
大
変
で
す
が
、
部
員
全
員
で
仲

良
く
協
力
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

 　

〇
高
文
連
十
勝
支
部
茶
道
専
門
部
野
点
研
修
会
参
加

　
　

於　

と
か
ち
プ
ラ
ザ　

２
名
参
加

　
〇
高
文
連
十
勝
支
部
茶
道
専
門
部
茶
会
研
修
会
参
加

　
　

於　

音
更
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

３
名
参
加

▼
ク
ッ
キ
ン
グ
部

ク
ッ
キ
ン
グ
部　

部
長　

道
見　

隼
大

　
　

私
た
ち
ク
ッ
キ
ン
グ
部
は
男
子
四
名
、
女
子
三
名
の
計

七
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
週
二
回
の
活
動
で
月
に
一
～

二
回
の
調
理
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
理
実
習
で
は
部

員
で
話
し
合
い
作
り
た
い
料
理
や
お
菓
子
を
作
っ
た
り
料

理
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
す
る
た
め
の
レ
シ
ピ
を
自
分
た

ち
で
考
え
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
に
大

樹
町
の
蕎
麦
屋
一
秀
さ
ん
に
蕎
麦
打
ち
教
室
を
行
っ
て
も

ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

○
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル 

応
募

　

○
小
学
生
恵
方
巻
料
理
教
室
（
一
月
下
旬
予
定
）

▼
吹
奏
楽
部

吹
奏
楽
部　

部
長　

西
川　

美
愛

　
　

私
た
ち
吹
奏
楽
部
は
、
三
年
生
四
名
、
一
年
生
五
名
、
顧

問
の
先
生
二
名
の
計
十
一
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
演
奏

会
や
日
々
の
練
習
を
通
し
て
仲
間
と
協
力
し
合
い
、
音
楽

を
作
る
楽
し
さ
や
、
音
楽
を
ど
う
表
現
す
る
か
を
学
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
良
い
音
楽
を
作
り
上
げ
る

た
め
に
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

 　

〇
８
月
22
日　

高
文
連
十
勝
支
部
音
楽
発
表
大
会　

鑑
賞
参
加

　
　

７
月
５
日　

学
校
祭
発
表

　
　

９
月
27
日　

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
予
定

　
　

11
月
１
日　

大
樹
町
文
化
祭　

出
演
予
定

　
　

11
月
16
日　

年
金
友
の
会
（
Ｊ
Ａ
大
樹
）
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
予
定

　
　

１
月
25
日　

小
・
中
・
高
吹
奏
楽
部
合
同

　
　
　
　
　
　
　

コ
ス
モ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
予
定

▼
陸
上
競
技
部

陸
上
部　

部
員　

髙
野　

美
羽

　
　

陸
上
部
は
現
在
、
二
年
生
一
名
、
一
年
生
一
名
、
顧
問
二

名
の
計
四
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　

私
は
、
今
年
の
六
月
に
全
道
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
そ

の
時
は
、
惜
し
く
も
あ
と
六
セ
ン
チ
差
で
決
勝
に
残
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
思
い
返
し
て
み
る
と
、
私
の
陸
上

人
生
は
、
悔
し
い
結
果
で
終
わ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
陸
上
選
手
と
し
て
戦
っ
た
日
々
は
私
の
青
春
で
あ

り
、
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

一
・
二
年
生
は
、
新
人
戦
も
終
わ
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
終

了
に
近
づ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
が
後
輩
の
み
ん
な
に

伝
え
た
い
こ
と
は
、
「
今
こ
そ
頑
張
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
大
会
が
な
く
な
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
が
大
変

な
時
期
に
入
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
を
乗
り
越
え
た

者
が
来
シ
ー
ズ
ン
を
制
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
に

称
え
あ
い
な
が
ら
、
日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で

す
。
努
力
が
実
力
に
変
わ
り
、
精
一
杯
発
揮
で
き
る
日
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

○
第
78
回
十
勝
高
等
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
兼
第
78

回
北
海
道
高
等
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
十
勝
支
部

予
選
会
（
帯
広
の
森
陸
上
競
技
場
）

　
　

５
月
22
日
（
木
）
～
24
日
（
土
）

　
　

男
子　

８
０
０
ｍ　

木
内　

基
暉　

予
選
敗
退
（
２
分
15
秒
79
）

　
　

男
子
１
５
０
０
ｍ　

木
内　

基
暉　

予
選
敗
退
（
４
分
49
秒
91
）

　
　

男
子　

４
０
０
ｍＨ　

覀
尾　

駿
人　

予
選
敗
退
（
１
分
16
秒
84
）

　
　

女
子　

１
０
０
ｍ　

髙
野　

美
羽　

第
８
位　

（
13
秒
57
）

　
　

女
子
走
り
幅
跳
び　

髙
野　

美
羽　

第
２
位　

（
４
ｍ
97
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
全
道
大
会
進
出

　

○
第
78
回
北
海
道
高
等
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会 

兼 

秩
父
宮
賜
杯
第
77
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選

手
権
大
会
北
海
道
予
選
会
開
催
要
項

　
　

（
旭
川
市
花
咲
ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場
）

　
　

６
月
17
日
（
火
）
～
６
月
20
日
（
金
）

　
　

女
子
走
り
幅
跳
び　

髙
野　

美
羽　

予
選
敗
退
（
５
ｍ
04
）

　

○
第
75
回
全
十
勝
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
兼
第
80
回
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
陸
上
競
技
会
十
勝
地
区
予
選
会
（
帯
広

の
森
陸
上
競
技
場
）
７
月
19
日
（
土
）

　
　

男
子　

８
０
０
ｍ　

木
内　

基
暉　

予
選
敗
退
（
２
分
15
秒
78
）

　
　

男
子
１
５
０
０
ｍ　

木
内　

基
暉　

予
選
敗
退
（
４
分
47
秒
56
）

　
　

男
子　

４
０
０
ｍＨ　

覀
尾　

駿
人　

予
選
敗
退
（
１
分
12
秒
50
）

　

○
第
67
回
十
勝
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
兼
第
41
回

北
海
道
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
十
勝
支
部
予
選

会
（
帯
広
の
森
陸
上
競
技
場
）

　
　

８
月
23
日
（
土
）
～
8
月
24
日
（
日
）

　
　

男
子　

８
０
０
ｍ　

木
内　

基
暉　

予
選
敗
退
（
２
分
15
秒
14
）

　
　

男
子
１
５
０
０
ｍ　

木
内　

基
暉　

予
選
敗
退
（
４
分
46
秒
53
）

　
　

男
子　

４
０
０
ｍＨ　

覀
尾　

駿
人　

予
選
敗
退
（
１
分
11
秒
85
）

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部　

部
長　

本
保
生
歩
規

　
　

私
た
ち
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
男
子
七
名
、
女
子
二
名
の
計

九
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
前
回
の
大
会
よ
り

も
良
い
結
果
を
出
す
こ
と
を
目
標
に
日
々
の
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
練
習
で
は
ノ
ッ
ク
や
パ
タ
ー
ン
練
習
な
ど
を

行
い
基
礎
的
な
技
術
の
習
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
会
に
向
け
て
ゲ
ー
ム
練
習
を
行
い
実
際
の
試
合
に
近
い
緊

張
感
を
持
つ
こ
と
で
競
技
力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

 

（２）
　

大
樹
高
校
の
普
通
科
が
地
域
探
究
科
と
な
り
二
年
目
と

な
り
ま
し
た
。
入
学
し
て
き
た
一
年
生
の
皆
さ
ん
も
、
今

で
は
お
互
い
に
気
心
も
知
れ
、
色
々
な
行
事
で
協
力
し
な

が
ら
仕
事
を
や
り
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
調
子
で
、
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
探
究
活
動
等
に
取
り

組
み
、
更
に
問
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
に
成
長
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
今
の
う
ち
か
ら
深
く
考
え
て
動
き
出
す
こ

と
が
大
切
で
す
。
進
路
に
関
し
て
は
、
陸
上
競
技
の
様
に

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
く
行

動
に
移
し
た
人
の
方
が
希
望
を
叶
え
ら
れ
る
確
率
が
高
く

な
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
社
会
の
こ
と
を
よ
く
調

べ
、
自
分
の
特
性
を
考
え
た
上
で
の
早
期
活
動
が
肝
要
で

す
。

　

以
上
が
教
師
と
し
て
の
願
い
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
人

生
の
先
輩
と
し
て
思
う
こ
と
は
、
己
の
実
力
を
確
認
し
、

努
力
す
る
こ
と
の
重
要
さ
に
目
覚
め
て
ほ
し
い
と
言
う
こ

と
で
す
。

　

私
の
高
校
時
代
、
将
来
を
考
え
て
努
力
し
て
い
た
友
人

が
何
人
か
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
そ
ん
な
友
人
を

近
く
で
見
て
い
な
が
ら
も
、
努
力
も
せ
ず
漫
然
と
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
結
果
、
私
は
現
役
で
希
望
進
路
を
叶
え
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
思
う
と
、
そ
れ
は
当
然
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
苦
い
経
験
か
ら
得
た
教
訓
は
、
結
果
と
は
偶
然
で

は
な
く
日
常
が
も
た
ら
す
必
然
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま

た
、
強
い
意
志
と
努
力
の
あ
る
所
に
は
道
が
拓
け
る
、
と

言
う
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
自
分
の
希
望
が
叶
う
よ
う
に
、
日
頃
か
ら

強
い
意
志
を
持
ち
、
勉
学
に
勤
し
ん
で
実
力
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
今
を
変
え
れ
ば
未
来
も
変
わ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
更
な
る
飛
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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「
学
校
祭
を
終
え
て
」

一
年
Ａ
組

　
高
橋
穂
乃
実

「
学
校
祭
を
終
え
て
」

二
年
Ａ
組

　
大
林
　
結
衣

　

今
年
の
学
校
祭
で
は
、
私
は
垂
れ
幕
を

描
く
役
割
を
担
当
し
ま
し
た
。
思
っ
た
よ

り
大
変
で
、
時
間
も
か
か
り
正
直
疲
れ
ま

し
た
が
、
自
分
の
作
品
が
み
ん
な
の
目
に

触
れ
る
と
思
う
と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し

た
。
文
字
の
配
置
や
色
合
い
を
工
夫
し
な

が
ら
描
い
て
い
く
う
ち
に
、
少
し
ず
つ
完

成
に
近
づ
い
て
い
く
の
が
嬉
し
く
、
達
成

感
も
味
わ
え
ま
し
た
。
当
日
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
学
年
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ど
の
発
表
も
個
性
が
あ
っ
て
、
歌
や
ダ
ン

ス
、
劇
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
が
表
れ
て

お
り
、
み
ん
な
が
一
生
懸
命
準
備
し
て
き

た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
自
分
が

携
わ
っ
た
垂
れ
幕
も
、
そ
の
雰
囲
気
の
一

部
に
な
れ
た
と
思
う
と
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
学
校
祭
を
通
し
て
、
仲
間
と
の
協
力

や
一
体
感
を
改
め
て
実
感
で
き
、
疲
れ
た

け
ど
充
実
し
た
時
間
で
し
た
。
こ
の
経
験

を
大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
学
校
生
活
で

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
学
校
祭
を
終
え
て
二
つ
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
計
画
力
の

大
切
さ
で
す
。
私
た
ち
の
学
年
は
テ
ー
マ

を
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て
か
ら
変
更
し
た
の

で
少
し
揉
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
期
限
ギ

リ
ギ
リ
で
何
か
し
よ
う
と
す
る
と
色
々
な

人
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
の
で
、
早
め

に
計
画
を
し
、
準
備
を
し
た
方
が
い
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ

で
す
。
今
年
は
自
分
の
仕
事
が
終
わ
れ
ば

部
門
な
ど
関
係
な
く
他
の
場
所
を
手
伝
い

に
行
く
人
が
多
か
っ
た
で
す
。
そ
の
お
か

げ
で
一
年
生
の
時
よ
り
良
い
作
品
や
出
し

物
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
続
け
け
る
こ

と
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
ク
ラ
ス

全
員
で
学
校
祭
を
楽
し
め
た
と
思
い
ま

す
。
来
年
は
三
年
生
で
最
後
の
学
校
祭
な

の
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
楽
し
い
思

い
出
を
つ
く
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で

す
。

「
学
校
祭
を
終
え
て
」

三
年
Ａ
組

　
大
林
　
陽
柚

　

高
校
生
活
最
後
の
学
校
祭
は
、
こ
れ
ま
で
で
一

番
楽
し
く
、
そ
し
て
達
成
感
の
あ
る
も
の
に
な
り

ま
し
た
。

　

準
備
期
間
中
、
私
は
担
当
の
係
を
二
つ
の
チ
ー

ム
に
分
け
て
、
効
率
よ
く
作
業
を
進
め
る
こ
と
を

目
指
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
進
行
状
況
の
把
握
や

必
要
物
品
の
確
認
、
シ
フ
ト
調
整
な
ど
、
想
像
以

上
に
大
変
な
こ
と
も
多
く
、
何
度
も
計
画
を
立
て

直
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
う
ま
く
い
か
な
い
と

き
に
は
不
安
や
焦
り
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な

中
で
も
担
当
の
作
業
が
終
わ
っ
た
人
た
ち
が
「
何

か
手
伝
お
う
か
？
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、

作
業
中
に
笑
い
合
う
場
面
が
あ
っ
た
り
と
、
苦
労

だ
け
で
な
く
楽
し
さ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

準
備
期
間
中
だ
け
で
も
ク
ラ
ス
の
一
体
感
が
深
ま

っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
、
全
員
が
自
分
の
役
割
を
し
っ
か
り

果
た
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
全
力
で

学
校
祭
を
楽
し
ん
で
い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。

　

こ
の
学
校
祭
を
通
し
て
、
何
度
も
話
し
合
う
こ

と
の
大
切
さ
や
、
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
協
力

し
合
う
中
で
信
頼
関
係
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
を
通
し
て
、
学

校
祭
は
た
だ
の
行
事
で
は
な
く
、
仲
間
と
本
気
で

向
き
合
い
、
協
力
し
合
う
こ
と
で
人
と
し
て
も
成

長
で
き
る
、
大
切
な
機
会
だ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
学
び
は
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
や
将
来
に

も
き
っ
と
生
か
せ
る
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。
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